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道徳性を拡張する道徳授業構成に関する実践研究

-コミュニケーション的行為論をふまえて一

任野 好久 ･ 作田 澄奉書

道徳授業を行っていく上で,最も重要な鍵となるのが,その授業時間に取り組む ｢主題｣

と目指す ｢道徳的価値｣を設定することであるoLかし,1時間の道徳授業の中で子どもた

ちが学び考えるのは, 1つの道徳的価値項目のみではなく,一人ひとりの子どもの経験,追

徳的価値観,道徳的な思考の差異に応じて多様であるOそこで,1つの方向のみから道徳授

業を構成するのではなく,授業の中でコミュニケーション的行為にもとづく話し合いを組織

することによって,学ばれる道徳的価値を拡張させ,多面的な角度から道徳的価値について

考える授業を構成することができると考えた｡そして,1つの道徳的価値から段階的に価値

を広げる道徳授業を実践したところ.多面的な角度から道徳的価値の思考を深めることがで

きた｡そしてその際,子どもたちの相互主体的な討論を組織することが道徳性の拡張をもた

らすことを明らかにした｡ 
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獲得することも,道徳的実践力を高めることもでき

.はじめに一本研究の目的と方法

道徳的実践力を高める道徳授業を創造していくた

めには,授業で深めていく道徳的価値をどのように

設定していくかが明らかにされなければならない｡

授業で取り上げられる道徳的価値が教師の固定的な

価値観からのみ設定され,そのように設定された道

徳的価値にのみ子どもたちの学びが導かれていくよ

うな授業では,子どもたちは主体的に道徳的価値を

ない｡

らない｣などが出された｡教師が設定した道徳的価

値を教え込むような道徳授業に対する子どもたちの

拒絶感や無意味さが読み取れた｡

学習指導要領に掲げられている4つの視点を基本

的な枠組みとしながら,多様な道徳的価値を子ども

たちの現状をふまえて設定していくことが必要であ

る｡包括的な道徳的価値を設定することで,事泉を

広い視野で考察 ･判断できる道徳的実践力を育成す

ることができると考えられるからである｡

また,授業では教師が設定した道徳的価値のみに

9平成1年度に,作田が勤務する小学校の高学年

の子どもを対象に行ったアンケー ト調査では,｢道 く中で,個々によって様々な価値観が生まれ,主体

徳の授業は楽しいですか｡｣という質問に対して約 的に道徳的価値を構成していく過程が保障されなけ

とらわれることなく,子どもたちが思考を深めてい

07 0%が ｢楽しい｣と回答したが.3

しくない｣と回答した｡その理由として ｢自分たち を使って授業を行うのではなく,多様な意見が子ど

の意見を取 りあげてもらえない｣｢先生の思った通 もたちから出されるような資料の工夫,授業形態や

りの授業になっている｣｢何を考えたのかよく分か 発間の工夫も必要となってくる｡

%は ｢あまり楽 ればならない｡そのためには,ただ単に既存の資料
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住野 好久 ･ 作田 澄泰

そこで本論文では,包括的な道徳的価値を設定し,

子どもたちが多面的な道徳的価値を主体的に構成し

ていくことで生きた道徳的実践力を育む道徳授業の

内容 ･方法を明らかにすることを目的とする｡

そのために,作田が小学校高学年においてそのよ

うな道徳授業を創造 ･実践する過程を考察した｡そ

して,授業で設定する道徳的価値や有効な授業展開

のあり方を明らかにした｡ 

2.実践研究の内容 

(1)主題と内容項目の関係

授業において道徳的価値を深めていくためには,

｢ねらい｣を明確にすることが求められる｡とりわけ,

総合単元的な道徳学習を構成する場合,単元を貫く

｢ねらい｣を明確にしなければ,各領域の道徳学習

をつなぎ,総合化することはできなくなる｡しかし

｢ねらい｣を明確にすることで子どもたちの学びを

そこに誘導し,教師の設定した道徳的価値を教え込

む授業にならないようにする必要がある｡

ここで大切となってくるのが ｢主題｣である｡こ

このように,内容項目の数や内容は発達段階に

ょって異なるが,4つの分類項目は変わっていない｡

また.表 1はあくまで低 ･中 ･高学年で取り上げる

べき中心的な内容項目を示したものであるため,そ

の項目だけを取 り上げればいいというわけではな

い｡例えば,後述する実践例では,確かに ｢信頼 ･

友情｣が中心的な項目ではあるが,だからといって

その項目の価値のみ深めるのではなく言役割･責任｣

とも関連づけている｡このように関連づけることで,

友情は単に心情的なものではなく,規範やルールを

守ることも不可欠であることに気づかせていくこと

ができる｡

このように,1つの授業に 1つの内容項目だけを

示すのではなく,その内容項目をめぐる学びの過程

で関連して学んでいく項目も指導案の中に関連項目

として示しておくと分かりやすくなる｡ 
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(3
れは学習指導要領に掲げられている ｢内容項目｣の
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＼

いくつかをまとめて特徴づけた,子どもたちに培い 左 1, ( ノ

/たい道徳性である｡後述する実践例の場合,主題は ＼役割･責任 信頼･友情

､＼｢友達を思う心｣であり,｢信頼･友情｣｢思いやり･

親切｣｢役割 ･親切｣を内容項目としている｡これ

らの内容項目のうち,本時の道徳授業を通じてどの

道徳的価値をこそ深めてもらいたいのかは,教師の

｢ねらい｣によって変わる｡そこで,授業指導案に

は,設定した主題に対応した ｢中心項目｣と ｢関連

項目｣とを区分して明示する必要がある｡

小学校学習指導要領にある内容項目は,表 1の

ように分類 ･整理することができる｡

<表 1 小学校学習指導要領の内容項目> 
T:(低学年) (中学年) (商学1)

iZl 

＼t t L /--
琶 i

<図 1 主題 ｢信頼し合える友情｣の価値の方向性>

図 1のように,主題 ｢信頼し合える友情｣の中心

項目 ｢信頼･友情｣に対し 関連項目は円状に広がっ

ている｡中心項目から価値を広げていく方向性は,

子どもたちの実態や環境など様々な条件によって多

様である｡子どもたちの発達段階,取り扱う主題,

そして教師のねらいや意図に応じて価値の方向性は

異なる｡また,多様な方向性で価値を関連づけてい

くことも重要である｡
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階やねらいに応じて多様な主題と ｢中心項目｣｢関

連項目｣を設定していくのである｡(2一生命尊前 

り心 然愛.動物愛題〔31敬康 

(2/生命尊東 

%3日, 目 自然愛.環境保全(3))敬慶 

(2)価値の段階的分析
(2働 労 

.3一家族牽 L:_

luIJr1f(2 の尊重,櫓 

(3)公lf,公平. l義 
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道徳的価値の内容項目を設定する際に教師がしな
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Ll)公徳心:朋 の尊重 指rJ

5腐族愛

6億校心t貴任の自覚//At
ければならないのが価値分析である｡授業過程で子

どもたちから出されるであろう価値を予め分析して

おき,価値を深める支援を構想する｡
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道徳性を拡張する遺徳授業構成に関する実践研究

例えば,4学年で ｢信頼 ･友情｣という価値を考 (3)授業の実際

えるための資料 ｢当番｣がある｡ ①授業指導案

道徳学習指導案

ある日｢こういち｣の学級で,仲のいい ｢ゆうた｣
指導者 作田 抱泰 

榊 寺 

2 ′芦牛 簡 LL学年 1組 (29も) 

:l 主席名

L'-1 日時 1OTI】Hu (7k)が今日一日学級の様々な仕事を一人で担う ｢一人

当番｣に決まった｡｢こういち｣は ｢ゆうた｣の こう人遠を思 う心 中心碩E]2- ( 1信頼 ･友情 

--,1自己rJ佃 値草席J,中か｢,,よりよい判断力L一友4 わい ､ 公平なルー ′Lで叫系活軌を蹄ま 

ことが心配になったが,一人で当番をすることは 達一､､J)舟ノ,思し､やりの心を育てろ(, 

7.5 音糾名 ｢当番･(出曲 ｢モ:･ノしノレノマ賃料と授業展開｣明JJA蕃) 

学級の皆で決めたきまりであり,守らなければな 主題設定J理由 

lらないという雰囲気がある｡｢こういち｣は ｢ゆ 私たちけ莫際の生掛 こIい~こ,iJt

)-)t

(⊃主題観

＼,

it

､Tな小 中,数多くの判断や価値葛藤L 

な場面とk連が直面 Lf

難に/ ること+多々ある, LかL,こ,)Lう/亡場面におけ7J遭遇で, I ,

',-ルL ),場面に緒十る槻 i;

選択に立ち,自分でしり判断車)桐

L,が多い｡二L')よ =時,心が揺れ動 くことも少なくなし､.時とLT.究極J)

tJ玉里きし げ いか てし ｡r てあ ればい 迷っ まうLj
,相互間てJ)今大仰 に LLに-,いて考えるjJと友達 'LL.の価値葛藤J)中7/t 身,,,)r気持ちを考えた行動 -L

念頻では考え.-,れていてJu貰際の

大

I'1けさせていかなり川 で7JLL 7LllL､ また､友達を思 う心と比に1これは,いわゆる ｢ジレンマ資料｣であり,｢も
.葛藤するqて育-ていくと思われるn現賃の中か｢自分自身J f揺さ上鴫面に 上七･ ｣ )心 J= ､り.自己を

見~柵しも自分だったら,当番を手伝うか,手伝わないか｣
1)切であ/ と考え 7 

を判断した上で,その理由を話し合う｡その際.た
iが当たり 心配に/:.

でいくことご,相手' 

I-

う､)〕気持 ちに止って射 軒rl大切さについて考えていく態唾を葦√一二と/

つ-た ｢こうい七,. ir

lL′♭

T)

V)た｣に Lj

'けらJ ろかについて考えることかでき.公正な道徳的判断力ヒ友達を

できる資fト7ある 手練や社会で,/nL/- 中から,柏手の気持t

:,Lて,Vげればいいかま上って Lよう Lいノ ,は 

だ単に ｢手伝う一手伝わない｣だけでなく,｢なぜ

手伝うのか-なぜ手伝わないのか｣を話し合うこと
にiJL,自分な rJとノうして

で,子どもたちはこの場面に内包されている価値を
,._

)~二とL 

立 こ考え,真の友情とい う札点かrJ自Ll/

甲う道徳的JL｢青を葦 ､にT〕

板 y)返らヰ.友達 ノ-0)思いやる気持ちを大切に Lつ一J

/LL

分析し,判断してい く ｡このとき子どもたちが出す 育吏せ ていきたい,

･I)児車観であろう価値を予め分析しておくことで.授業で深
4年生や,1半期を終え.段々 LJ保活動や役割に責任を持つことができ,相手U)気持 1,に有った軽 

めるべき価値の方向性を明確にし,子どもたちの学 :,,Ej 動に移せ/lや子了 :場血が多く札JオL 上:)に7亡L ′〕｣-た 各教科( 

,た Lか L 実際にグ′L

授業暗においても.周囲･JJ状況や意, _

多くな 

びを適切に支援することができる｡

周囲 V)状lRや現実が把掘 亡きにくいとい 

)て見を弓け入iLつつ耗言すぞJ場面/ )〕--/でL保活動を行う際に,自-

-,た場面もある一二九は,舌頭では ｢相手U)気持らに立- J .

'=,とい う視点 でとらえ rL､そこで,コールバーグ理論に基づいて,資料 ｢当
LLJLI

が,実際に現実に床面した時,自己防衛による価値J 

るナ ,欲火V + - ていく気持 ち)/が先に+//' っであると考えらかる

･;'表れや自己-忘オl

する面も

7L

しゝ)-

IJI,多く見J 7Jか,日や本位 となり相手がとしT)上J1

また.友1童を幸助 L十

番｣の段階的価値分析表を作成した｡ JJ.,f気持ちに, うかまでは,考えにくい現状かかE,∪ 

rl指導観<表 2資料 ｢当番｣の段階的価値分析表>
卓-指導に .

資料 :｢当番｣の価値の段階表
友達ノ-〟 

たってFi,導入時にJJい て普段U)自己U'-JL活を振 り返rJせることかlJ,侠′＼ノ)責任感 ヒ

)気持ちIr)音矧 寸汁を行っていく｢

寺 伝っそ高 Lテ云~~｢ー 手伝わない そして資料を読み rこういち｣と T)~ゆうた｣とL 女達関係を捉えつつ,｢こういt,｣(/】rゆ T.[二･

I,t~

7L

/)7L,

J~

第 1段階 罰一従順志向 (他律的な道徳)
に対十/3思しiJりについ こ考えさせたいJ圭た,こrJ)話0)i#貴には草紙で決めた 一人当醇を行い,

た｣を Lf

;い上う多様なもL )Lも臼' 

に討議を深め ⊂いき,今大qJf二とけ何 

下校時刻は守らないといけ 学級で決まったきまりだか かかおおhh.｢ゆ l-L､つ て∴キ)げろ"､̀手伝わなし＼ Ll)三つの価値判肘｢か考えられ,J ,価値

な
ゆ
か
白
か

ら
君

か
た

い
う
ら
分
ら

ら｡ J,かこU)2つにだけにとど主L の見方を千丁わせ ⊂いきたいLさ rr〕に 

生先o
が に叱られる 先生からきまりは守るよう な LLJ｣という視ノ告JJゝら,判断 ヒ理由付け五行わせ7,と上手.

に言われているから｡ 'J,L,友達を大切にすることVl音義について考えさせていきたい" 

-.

o
た 

o

たちがや り直しになる

り +ピー,から導き出したい 二L_ば
道具的一相対主義 (自己本位志向)

) 持 t 曽- ⊂行動てきてこそ

7 準備物

fL草創に人U 】をノ 信輔てきる友達だ 

;:fJ

LI 学習展開 

も助けてもらえるO れるから｡
i,L 'T L龍面正三｢T T 転釦 ･)盲去 ~ l 

ゆうた君に嫌われるかも知 手伝えば ,学級の皆から自 :,.. * 哀面 FJ､ l !岳

TPの休は動U ⊂序 転でし)
)時Uし1哲段 での Jff ;気高1れないから｡ 分が責められる の併活助や様子を曽い出し 仲速断 L=J

3段階 他者への同軋 あるいは ｢よい子｣志向

つゝ

つゝヽ
ゆ

そ
ゆ
る

た君があと少しでで 分でやらないとでき

○悲ら
が

か
君

だ
た
ら

にならないから｡
しい思いを

'Lu

函 r当面 を読 iL 信 iで
話 L 

つ
･刀 C ㌍

癌C:

lr-,

T/

LLr

麻

こ う ゎぅた恥 いち君｣ぽ it

L. ≡菜 1垂 巌 蓋喜蓬…喜誓/iI

｢当訂 戚 i---i:_ iまし王 T l⊥LTEh読丁

壌 iこr対象が4年生ということもあり,表 2は第3段階 こt,,て.｢二 lr.,'三 . LT呈 TJI 

までの分析であるが,子どもの実態や発達段階に応
開 ･華

･自分J) 1Lてくわ/,二㌧を37 .人

じて.第 4段階 (｢法と秩序｣の維持-の志向)や

第5段階 (社会契約的遵法-の志向),第6段階 (普

遍的な倫理的原理-の志向)を取り入れていく必要

とL
もある｡

このように,教材研究を通して取 り上げる資料と

1 -.･さ

7)二 LIJ3 T年時てL 二rl｢ Jいち 

ゆ Y)た｣への気持 i/:主題,内容項目及び予想される意見を分析しておく LT)｢

･心配T- ある文章の前半部分を指し

ことで,より広く価値を見出し,より深く価値を獲

得できるように支援を行うことができる｡ 手伝ってあげ/亡いヒ
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-, 上 川 - , 日 ,- ､ /補助明｡ 君に卿 れる, .れ小 か∴

面か rJ/)価値を取りしけろ

｣うに留宮 T7J 

El分たち0)友 人関係を振 り

近 / ∴l]る

｢ 
女二重に閤仲17J作耳をffl蒼

Lてi'く .｣ __ _

<ワークシート>

阜 書 
4年( )■ ( )書 SJt(

☆ ･̂ 且ftt J=I Iっこ●t.lF わら甘い- lっLLtAh いr亡ghQかII

r●うEf JtJLて rこういち書はjとうすべ士でLJLうか｡

もしも.貞分だった巧こうLf寸か｡

亡うすべtか7 

IdLB57 

(令授業での留意点

1)理由については,子どもたちの道徳的価値を 1


つに固定せず,多面的な角度から思考させ,記


入させる｡
 

2)教師は ｢理由は他にはないか｣や ｢本当に手伝

うことが相手のためになるのか,手伝わないの 

が相手のためになるのか｣などと揺さぶりをか

け,道徳的な価値の深まりと広まりとなるよう

に留意するO 

3)コミュニケーション行為によって.自分自身の

心にどのような道徳的価値の芽生えが生じ,｢今

の自分自身の気持ち｣がどのように変化したの

か,自分自身で客観的に道徳性の変化に気づく

ことができるようにする｡ 

4)コミュニケーション行為を行う際に,決して他

の意見の否定をしないことを約束する｡互いの

意見を相互主体的に発言し,認め合うことで自

己肯定感の向上に努める｡ 

5)資料の主人公ではなく,常に ｢もし,自分だっ

たら｣というように,自分自身のこととしてと

らえさせ,道徳的判断力が,自己の生活に生き

て働く道徳的実践力となることを念頭に置き,

指導する｡

③子どもたちの学びの実際

この授業は ｢友達を思う心｣を主題とし,ジレン

マ資料である ｢当番｣を活用して,｢ゆうた｣を助

けるべきか,助けないべきかについて考え,話し合

うことを中心的な学習活動と位置づけた｡

この話し合いで,子どもたちが当事者としてジレ

ンマを感じ､考えることができるように,学級会活

動や委員会,クラブ活動での友達との関わりについ

て,班ノートに記入したことなどから想起させた｡

その結果,自分の考えをありのままに発言すること

ができた｡ある子どもは｢私も同じようなことがあっ

て,まるで自分のことのように感じた0人ごとでは

ない｡｣といった意見も出ていた｡

授業では ｢みんなで責任をもてるようになろう｣

という意見から行われるようになった一人当番に対

して,なかなか当番が終わらない ｢ゆうた｣にどう

すべきかについてモラルディスカッションを行っ

た｡その中での意見交流を通して価値葛藤を深める

ことができ,より深い判断と道徳的価値を見つけさ

せることができた｡そして,多様な意見が出された

ため.真の友情について意識が深まり,｢どうする

ことが友達であるのか｣と自らに問う場面が多々見

られた｡中では,困っている ｢ゆうた｣に対してど

うすることが真の友情につながるのかについて考え

ていく中で,普段でも ｢友達が大切だからこそ.助

けたくない｣｢見守ってあげたい｣など改めて自分

の生活の姿を見つめ直すことができた｡つまり,｢い
つも手助けをすること｣が必ずしも真の友情につな

がるわけではないというより深い ｢信頼 ･友情｣と

いう道徳的価値の理解をすることができるように

なった｡こうした道徳的価値の共有化をめざすモラ
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ルディスカッションを通して ,｢信頼 ･友情｣の価 授業の最後に子どもたちが書いたことをいくつか
値から ｢役割 ･責任｣の道徳的価値へと心が変化し 取 り上げると,以下のようなものがあった｡ 
ていることが分かる｡

友達のことが大切だから助けたい｡
授業では ,｢ゆうた｣を助けるべきか,助けない 1

2

3 
4 

5

6


べきかについての話し合いでは,最終的に｢手伝う｣

が約 60%,｢手伝わない｣が約 40%となった｡4年

生という発達段階の子どもは,これまでに家庭や学

校で大人から ｢困っている人がいたら手伝ってあげ

る｣という価値観が刻み込まれており､このような

手伝ってあげないとかわいそう｡

できないときは助け合って手伝うのが友達｡

手伝えば.ルール違反になる｡

ゆうた君のためにならない｡

自分でも仕事ができるように自信をもたせて

判断は領ける｡しかし,初めの理由としては,表 2


で示した第 2段階に該当する意見が多く出されてい


た｡その後,モラルデイスカションを深めていくこ


とで,多面的な角度から道徳的価値を見出し,授業


の終わりには ｢手伝うか,手伝わないかが問題では


なく,相手のためになるように真剣に考えることが


大事だ｣といった第 3段階の価値に至った子どもが


おり,この意見が学級全体に波及していった｡


また,子どもたちの生活文の中から,友達につい

て自分たちの仕事と友達との関わりについて多様な

意見が出された｡これらの意見を授業の終末に発表

させることで友達に関するとらえ方が人によって異

なり,相手のためを考えていくチームワークや思い

やりの大切さをより深く理解することができるよう

になった｡

こうしてみると,自分の意見が変わった子どもも

いれば,自分の意見を変えない子どももいたが.大

切なことは話し合いを通じてそれぞれの価値を共有

化することをめざして話し合い,より深い価値の理

解を追求していくことである｡そのために , 1つの

自分なりの道徳的価値を出発点としてモラルデイス

カションを充実させることで,価値の共有化をめざ

して,多面的な視点から意見を交流させるようにし

た｡授業中の発言の中には,｢よく分からないけど,

相手にとってどうすることが一番よい結果となるか

が大事なのでは｣といった意見や ｢相手を思う感じ

方は人によって違うし,また,他の人から学ぶこと

もある｣といったさらに深く広い視点から道徳的価

値を見出すこともできた｡

こうしたモラルディスカッションにおいては,感

情的になり,自分の意見を突き通そうとする子ども

もいたが,周囲との意見交流の中で,他の意見に納

得していた｡自分自身の道徳的価値にとどまるので

はなく,他の意見を考慮したより道徳的価値の広が

りを見せていた｡最後の授業の感想では ,｢はじめは,

手伝おうと思っていたけど.むやみ手伝うことで,

将来相手が傷つくかもしれない｡今いる相手のこと

を真剣に考え,どうすることが本当に相手のプラス

になるのかが大事だと感じた｡｣との意見も出された. 

あげたい｡ 

7.親友のゆうた君が困るのを見ていられない｡

強くなってほしい｡ 

8.助けてあげたいけど,助けてしまうと本当の

友達と言えない｡見守ることが大切｡ 

9.手伝うか手伝わないかではなく,本人のため

になることをすることが本当の友達だ｡

これらを見ると,子どもたちの学びは中心項目で

ある ｢信頼 ･友情｣だけにとどまっているわけでは

ないことがよくわかる｡3 -5の意見では ｢役割 ･

責任｣の価値に言及されている｡このように,授業

の中で子どもたちは 1つの道徳的価値だけでなく,

自分なりの視点から資料を分析し,道徳的価値を見

抜き,獲得しているのである｡

このように.多面的な角度から道徳的価値の広が

りを見せ,価値が深まっていったのは,ただ単に話

し合ったからではない｡彼らの間には ｢納得｣をつ

くり出すといった暗黙のルールが共有され,互いに

自分の考えを他者が納得するように意見を言い合う

十分な話し合いがもたれてきたためと考える｡その

過程で自分自身に生じた深い価値葛藤に取り組み,

他者の意見を聞き入れながら自分なりの道徳的価値

を構築していった｡こうした話し合いの中には,両

者が納得をしながら話し合う過程,後に示すハー

バーマスの言う｢了解｣が成立するコミュニケーショ

ンが行われていた｡つまり,望ましいコミュニケー

ションの構築によって,自分の本当の姿をもさらけ

出すとともに,自分自身の真の姿をも見つめ直すこ

とができるのである｡望ましいコミュニケーション

が行われることで,真の自分と向き合い,価値が共

有化がめざされていく｡その過程では,図 1でも示

したような 1つの道徳的価値から他の領域の道徳的

価値へと価値が拡張されていくのである｡ 

3.考察-コミュニケーション的行為に着目して 

(1)子どもたちの豊かな学びをつくりだしたもの

資料 ｢当番｣を使った道徳授業において.事前に

段階的で包括的な価値分析を行っておくことで,価

値の拡張を図ることができた｡つまり,中心項目｢信
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瓶 ･友情｣のみではなく,｢役割 ･責任｣などの関

連項目を想定した道徳授業を構成することで, 1つ

の道徳的価値の一方的な教え込みではなく,子ども

たちが他の価値項目にも関連づけながら遺徳的価値

を広げ深めていた｡

また,コールバーグ理論に照らして,資料につい

て段階的に価値分析をしておくことで,より深い道

徳的思考と価値を培っていくために必要な手立てを

構想できた｡綿密な価値分析は必要であるが,あく

まで教師が設定 した 1つの道徳的価値への誘導と

なってはならない｡子どもたちが葛藤する中で自ら

考え,自分の言葉で語る中でこそ.道徳的価値を拡

張させていくことができるのである｡

さらに,このような子どもたちの学びをつくり出

した要因の 1つに,子どもたちが主体となって話し

合う ｢モラルディスカッション｣を導入したことを

あげることができる｡この中で子どもたちは,自分

だけの考えだけではなく,他者の考えも知ることが

できた｡この中で,複数の価値が衝突し合い,自分

の心と頭の中で葛藤が生じ.新しい道徳的価値観が

構成されていった｡すなわち,子どもたちは｢ゆうた｣

を手伝うか手伝わないかについてモラルディスカッ

ションする中で,｢ゆうた｣への真の友情 とは単に

心の問題であるだけではなく,｢ゆうたに責任をもっ

て当番をしてほしい｣という ｢役割 ･責任｣の価値

にも気付き,包括的な道徳的価値観を獲得 していっ

たのである｡ 

(2)モラルディスカッションのコミュニケーショ

ン的行為論をふまえた意義づけ

以上の道徳授業実践から分かるように.人と人と

のコミュニケーションの広が りによって,道徳的価

値も大きく広がりを見せる｡上述 した道徳授業の中

で,子どもたちの頭と心をジレンマさせ,揺さぶる

ことができたのは,資料がいわゆる｢ジレンマ教材｣

だからであるだけではなく,モラルディスカッショ

ンの過程で多様な道徳的価値に立脚 した意見が出さ

れ,それと自分自身の考えや価値観との間にジレン

マが生じたからである｡そして子どもたちはこのジ

レンマを解消 しようとする過程で他者の気づいた道

徳的価値を了解し,自分の中に取 り込んでいったO

このようなモラルディスカッションで行われる子

ども同士のコミュニケーションは,ハーバーマスの

言う ｢コミュニケーション的行為｣に属するもので

ある｡

野平慎二 (2007,P89-P91)を参照 しながらハー

バーマスのコミュニケーション的行為論を整理する

と次のようになるこ､

ハーバーマスは,｢7解を志向する言語使用こそ

本源的な話法である｣と述べ,コミュニケーション

的行為は対話者の間で成立する了解を目的とするも

のであると規定している｡彼は,コミュニケーショ

ン的行為もまた目的に導かれた行為の一種ではある

が,自分の目的を相手の行為遂行によって実現しよ

うとする近代的な目的論的行為と区別し,相手と自

分との間で目的を共有してともに実現しようとする

行為ととらえる｡コミュニケーション的行為がめざ

す ｢7解とは,言語能力と行為能力をそなえた主体

の間で一致が達成される過程である｣とされている｡

コミュニケーションすることによって話し手は,聞

き手との間で何事かについて了解 しようとする｡そ

の f解は,｢客観的｣で,｢社会的｣で,｢主観的｣

であるという3つの特徴を持つ｡そして,了解が達

成される過程は,これら3つの観点から,妥当性要

求が相互に承認されていく過程であると言う｡つま

り,言語による他者とのコミュニケーションとは,

自分の E]的や考えを聞き手との間で承認されるよう

に,聞き手に要求する行為である｡また,了解は,

その要求に対して聞き手が承認することである｡そ

して了解は,単に複数の主体の間で一致が達成され

ることに留まらず,対話者の以後の相互行為を拘束

し方向付ける合理的な強制力をもつ ｡それゆえに対

話者は,言語行為の中で挙げられる妥当性要求が疑

問視される場合は,その要求の根拠について議論し

なければならない｡

このコミュニケーション的行為論を,上述した道

徳授業実践を例に取って考えてみると,｢ゆうた｣

のことを手伝うか手伝わないかについて,妥当性の

ある根拠がなければ,納得するまで議論する必要が

ある｡例えば,ただ単に ｢ゆうた｣がかわいそうだ

から手伝うという意見に対 し,｢ゆうた｣を手伝 う

と ｢ゆうた｣のためにならないという相反する意見

が出た場合,相互間の言語行為を通じて納得のいく

根拠に基づいたコミュニケーションをしていくこと

が求められる｡モラルディスカッションの中でこう

した相互の了解を念頭においたコミュニケーション

的行為が行われてこそ道徳的価値は広がりをみせる｡

了解の成立は,論拠についての自発的な納得と承認

に基づくものであり,そのような了解に自らの行為

を適合させていける主体性が確立していることが理

想と考えられる｡表現や認識とは異なって,了解は

強制ではないことを前提としている｡了解とは ｢客

観的｣に納得できる根拠にもとづいて,複数の対話

者が ｢社会的｣に了解を追求する過程で ｢主観的｣

に納得するものなのである｡

以上のようなコミュニケーション的行為における 

16-



道徳性を拡張する道徳授業構成に関する実践研究 -

の主体が

しない場合 

_∴ 二 L
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その要求の根拠についての追求の必要性

王工

相互間の納得 

±二と
新たな道徳的価値の広がり -

聾■ √ ｣
<図 2 コミュニケーション的行為における了解過程> 

(孟謂 蒜J LtiJi妄詣 芸1 ]t己差意志亭主言o>的行為)

了解の過程を図にしたものが図 2である｡

ハーバーマス (1998)によれば,コミュニケーショ

ン的行為論のモデルにおいては,目的と行為との関

係は志向論的立場にある｡すなわち,行為の臼的は

行為を引き起こす原因としてではなく,行為の ｢理

由｣として後づけちれるものである｡相互行為の参

加者は自分を基準として考えられる価値が,他者か

らも妥当なものと認められていることを自分で明ら

かにしていかなければならない｡しかしそれは,相

互行為が問題なく進行している限り,意識化される

ことはない｡だが,その行為の意味づけの仕方が他

者との間で異なっているとき,従来通りの仕方で他

者との関係を続けながら行為することはできない｡

そのようなときには,行為者は新たな言語行為を行

うことで,相互の了解をつくりだしていく｡

つまり,コミュニケーション的行為は,相互行為

の参加者が相互行為と了解をつくり出す対話とを往

復させながら,双方の目的とめざす価値を共有して

実現していく過程なのである｡そして,道徳学習に

おいても道徳的な相互行為と,自分自身には考えら

れなかった知識や理論などが相互主体的に話し合わ

れ,新しい道徳的価値がつくり出されるモラルデイ 

スカッションとの往復がなされることを通して,コ

ミュニケーション的行為が成立するのである｡ 

(3)コミュニケーション的行為論をふまえた道徳

授業の構成

道徳授業において相互主体的なコミュニケーショ

ン的行為としてモラルディスカッションを組織する

ことを通して,納得を目標とした ｢了解｣をつくり

だすことの意義を明らかにした｡モラルディスカッ

ションがこのようなコミュニケーション的行為とし

て成立するとき,子どもたちは根拠に基づいて納得

がいくまで話し合いを行い,これまで各個人によっ

て固定化されてきた道徳的な価値観が拡張されてい

く｡こうした,コミュニケーション的行為が継続化

されることにより,授業目標である道徳的価値の獲

得だけではなく,道徳的実践力もまた向上していく

こととなる｡こうしたコミュニケーション的行為の

充実により,人の価値観は固定化されたものから,

グローバルな視点での価値観へと拡張され,豊かな

道徳性のある人間へと成長していくことができる｡

また,子どもたちが多様な道徳的価値を関連づけ

て学んでいくためにも,授業において根拠に基づい

てコミュニケーション的行為を行うことを支援する

ようなモラルディスカッションが組織される必要が

ある｡それは単なる他者との会話ではなく,ルール

に基づきながら,相二引こ主体的なものでなければな

らない｡そのために,教師もまたコミュニケーショ

ン的行為の実践者としてモラルディスカッションに

参加することが求められる｡

このような了解を目的としたコミュニケーション

的行為の中でこそ,人は今までの自分の固定化され

た価値観を破 り,自分自身が納得して新しい価値判

断をし,道徳的価値を見出していくこととなる｡ 

(4)今後の課題

授業のねらいや教育内容として道徳的価値を弾力

的に位置づけることで,子どもたちの道徳的価値を

どのように拡張させることができるのか,個々の子

どもたちの学びの過程を詳細に記録し分析すること

で明らかにすることが今後の課題である｡

また,授業後の子どもたちの道徳的判断 ･道徳的

実践の変化を把握し考察することを通して,道徳的

価値の獲得と道徳的実践力の育成との一体化のため

の支援について明らかにしたい｡そのためにも,追

徳授業においてコミュニケーション的行為としてモ

ラルディスカッションを組織するための教師の支援

のあり方も明らかにしていきたい｡
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